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�・��

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
は
、　

月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催
さ

２０

１２

１２

１８

１８

れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
閉
会
中
の
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
平
成　

年
度
一
般
会
計

１９

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水
道
事
業
・
受
託
水
道
事
業
の
５
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
市
長
提
出
議
案

８
件
、
議
員
提
出
議
案
（
意
見
書
案
含
む
）　

件
、
請
願　

件
を
審
議
し
ま
し
た
。
結
果
は
４

１８

３３

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

温室の中は花ざかり

一
般
質
問
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
２
・
３
面

補
正
予
算
質
疑
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
４
面

提
出
議
案
と
審
議
結
果
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
４
面

意
見
書
・
請
願
な
ど
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
４
面

今号の
内容案内

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
お
よ

１９

び
５
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

は　

名
の
委
員
に
よ
る
決
算
特

１１
別
委
員
会
を
設
置
し
、
沢
田
孝

康
委
員
長
（
公
明
党
）、
野
島
武

夫
副
委
員
長
（
自
民
ク
ラ
ブ
）

の
下
で
、　

月
７
日
〜
９
日
の

１０

３
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
会
派
代
表
に
よ
る

総
括
質
疑
、
科
目
別
の
質
疑

（
款
別
審
査
）
の
後
、
採
決
し
、

一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
・

下
水
道
事
業
の
２
特
別
会
計
は

賛
成
多
数
で
、
老
人
保
健
・
介

護
保
険
・
受
託
水
道
事
業
の
３

特
別
会
計
は
全
員
賛
成
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　

月
１
日
の
本
会
議
で
は
、

１２
各
会
派
の
意
見
表
明
の
後
、
採

決
し
た
と
こ
ろ
、
委
員
会
と
同

様
の
採
決
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

◆
一
般
会
計

【
総
括
質
疑
か
ら
】

質
問 
　

年
度
を
振
り
返
っ
て

１９

の
総
括
を
伺
う
。

市
長　

事
務
事
業
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
化
、
消
防
事
務
委
託

な
ど
「
自
立
し
た
都
市
東
久
留

米
」
に
向
け
た
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
の
東

久
留
米
を
支
え
る
将
来
の
展
望

に
立
っ
た
政
策
で
あ
る
と
自
信

を
持
っ
て
言
え
る
。

質
問 

今
後
の
保
育
園
民
営
化

の
取
り
組
み
は
。

市
長　

上
の
原
保
育
園
は
、　
２２

年
度
に
は
新
し
い
上
の
原
保
育

園
を
新
設
す
る
予
定
。
現
行
の

上
の
原
保
育
園
に
通
っ
て
い
る

園
児
は
、
在
園
中
の
１
歳
児
が

卒
園
す
る
平
成　

年
３
月
ま
で

２５

公
設
公
営
保
育
園
で
の
保
育
を

継
続
す
る
措
置
を
取
り
た
い
。

ま
た
、
み
な
み
保
育
園
は
、
南

町
都
営
ア
パ
ー
ト
建
て
替
え
に

よ
り
平
成　

年
４
月
を
目
途
に
、

２６

民
営
化
し
た
新
た
な
み
な
み
保

育
園
と
し
て
開
設
す
る
予
定
。

は
く
さ
ん
保
育
園
は
、
当
初
、

　

年
度
に
民
営
化
す
る
計
画
だ

２３っ
た
が
、
み
な
み
保
育
園
の
民

営
化
を
先
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
時
期
を

再
検
討
し
た
い
。

質
問 

全
国
自
治
体
の 
破  
綻 
を

は 

た
ん

未
然
に
防
ぐ
目
的
で
成
立
し
た

財
政
健
全
化
法
に
よ
る
、
わ
が

市
の
健
全
化
判
断
比
率
と
実
際

の
財
政
状
況
は
。

市
長　

実
質
赤
字
比
率
と
連
結

実
質
赤
字
比
率
は
、
実
質
収
支

が
黒
字
の
た
め
問
題
は
な
く
、

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担

比
率
は
早
期
健
全
化
を
必
要
と

す
る
基
準
を
下
回
っ
た
。
こ
の

財
政
４
指
標
の
結
果
、「
健
全
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ

の
指
標
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な

い
、
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

的
背
景
や
財
政
事
情
、
指
標
の

も
と
に
な
る
要
因
等
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
般

会
計
の
実
質
収
支
が
黒
字
な
の

は
、
財
政
調
整
基
金
を
繰
り
入

れ
た
結
果
で
あ
り
、
厳
し
い
財

政
状
況
で
あ
る
。

質
問 

消
防
事
務
移
管
時
の
財

政
見
通
し
は
。

市
長　

平
成　

年
４
月
を
移
管

２２

の
目
途
と
し
た
場
合
の
概
算
経

費
の
再
算
定
作
業
を
東
京
都
へ

依
頼
。
消
防
広
域
化
に
伴
う
国

や
都
か
ら
の
財
政
支
援
措
置
な

ど
に
つ
い
て
も
都
と
協
議
し
な

が
ら
経
費
の
負
担
軽
減
策
を
検

討
し
て
い
く
。

【
款
別
審
査
か
ら
】

質
問 

第
八
小
の
教
育
環
境
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
は
。

答
弁　

来
年
度
は
今
年
度
よ
り

児
童
数
が
減
る
予
想
。
学
校
長

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
で
き
る

だ
け
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問 
「
河
童
の
ク
ゥ
」に
よ
る

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取
り
組
み

は
。

市
長　

大
変
す
ば
ら
し
い
作
品

で
あ
り
今
後
ど
う
生
か
し
て
い

く
か
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
。
指
摘
を
踏
ま
え
、
十

分
意
に
留
め
て
い
き
た
い
。

質
問 

小
児
救
急
体
制
の
現
状

と
充
実
策
に
つ
い
て
。

市
長　

地
域
の
２
次
医
療
を
担

う
多
摩
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
で

都
立
清
瀬
小
児
病
院
と
の
医
師

交
流
に
よ
り
小
児
神
経
・
内
分

泌
の
専
門
外
来
を
拡
充
し
て
い

る
。　

年
度
末
に
清
瀬
小
児
病

２１

院
が
府
中
に
移
転
し
た
後
の
多

摩
北
部
地
域
の
小
児
医
療
を
ど

う
確
保
し
て
い
く
の
か
、
東
京

都
に
要
望
し
て
い
く
。

質
問 

公
共
施
設
の
使
用
料
設

定
が
現
況
で
適
正
と
考
え
る

か
。

市
長　

使
用
料
等
の
受
益
と
負

担
の
あ
り
方
は
一
定
の
ル
ー
ル

が
で
き
て
い
る
。
大
き
な
課
題

は
減
免
規
定
の
あ
り
方
で
あ
り
、

今
後
十
分
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正

保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正

の
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
新
園

と
し
て
平
成　

年
４
月
に
開
園

２２

し
、
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
に

委
託
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

【
委
員
会
で
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

�　

月
７
日
の
決
算
特

１０

別
委
員
会
で
民
営
化
計
画
変
更

の
話
が
あ
っ
た
が
、
運
営
法
人

の
選
定
委
員
会
開
催
前
に
保
護

者
へ
の
説
明
会
が
で
き
な
か
っ

た
か
、
�　

月
議
会
に
議
案
を

１２

上
程
し
た
理
由
は
。

答
弁　

�
土
地
を
貸
し
て
い
た

だ
く
Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）

と
話
し
合
い
を
進
め
、
あ
る
程

度
ま
と
ま
っ
た
上
で
計
画
を
つ

く
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
説
明
に

入
れ
な
か
っ
た
。
�
計
画
変
更

に
対
し
Ｕ
Ｒ
か
ら
市
へ
早
急
に

何
ら
か
の
形
で
約
束
を
、
と
の

要
望
が
あ
り
、
提
案
し
た
。

質
問 
　

年
度
入
所
申
請
に
お

２１

い
て
、
上
の
原
保
育
園
入
所
希

望
者
に
は
内
容
確
認
シ
ー
ト
の

記
入
を
求
め
て
い
る
。
今
回
の

改
定
を
知
ら
せ
る
た
め
の
努
力

は
。

答
弁　

申
請
時
に
計
画
の
周
知

が
必
要
な
の
で
、
保
育
園
の
閉

園
、
新
設
園
計
画
内
容
と
開
設

予
定
年
月
日
、
運
営
形
態
の
変

更
を
説
明
。
内
容
を
理
解
し
、

新
園
に
移
る
こ
と
を
同
意
し
て

申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

【
質
疑
の
後
の
討
論
か
ら
】

　

委
員
よ
り
「
本
案
の
提
出
の

必
要
性
は
、
Ｕ
Ｒ
と
の
協
議
を

進
め
た
結
果
等
に
よ
る
も
の
と

理
解
。
民
営
化
を
進
め
て
い
く

観
点
に
立
ち
、
本
案
に
賛
成
す

る
」、「
上
の
原
保
育
園
に
通
っ

て
い
る
多
く
の
世
帯
の
方
が
廃

園
条
例
の
延
期
を
要
望
し
て
い

る
中
で
廃
園
を
決
め
る
こ
と
は

 
拙  
速 
で
あ
り
本
案
に
反
対
す

せ
っ 
そ
く

る
」
な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

�
�

�
�
�
�

千
万
円
程
度
。
�　

年
度
の
納

２０

税
義
務
者
は
土
地
と
建
物
を
合

わ
せ
て
３
万
２
０
２
７
人
で
、

市
の
人
口
に
占
め
る
割
合
は
約

　

％
。
世
帯
単
位
で
み
れ
ば
そ

２８れ
以
上
に
波
及
効
果
は
大
き
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。　

　
「
東
久
留
米
市
都
市
計
画
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
は
、　

月　

日
の
総
務
委

１２

１０

員
会
で
審
査
さ
れ
、　

月　

日

１２

１８

の
本
会
議
に
お
い
て
全
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
税
法
に
基
づ
く
東
久
留

米
市
都
市
計
画
税
条
例
本
則
で

は
、
税
率
の
上
限
を　

分
の　

１００

０.３

と
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和　

年
６３

以
来
、
評
価
替
え
の
年
ご
と
に

条
例
付
則
に
お
い
て　

分
の
０

１００

・　

の
特
例
税
率
を
採
用
し
て

２７
い
ま
す
。
本
案
は
、
こ
の
特
例

を　

年
度
ま
で
適
用
し
、
引
き

２３
続
き
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。

【
委
員
会
で
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

�
減
税
と
な
る　

分
の

１００

０
・　

に
相
当
す
る
金
額
は
、

０３

�
恩
恵
を
受
け
る
市
民
の
割
合

は
ど
の
程
度
か
。

答
弁　

�
影
響
額
は
約
１
億
５

　

＊
ま
た
、
質
疑
の
中
で
、
都

市
計
画
税
の
減
税
に
よ
っ
て
多

く
の
市
民
が
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
は
理
解
す
る
が
、
全
市
民
が

対
象
と
な
る
も
の
で
な
い
こ
と

は
明
ら
か
な
の
で
、
減
税
を
す

る
際
の
目
的
と
減
税
額
等
の
内

容
は
、
今
後
も
き
ち
ん
と
考
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見

も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
議
会
議
員
に
支
給
す
る

市
議
会
議
員
に
支
給
す
る　
　

期
末
手
当
条
例

　
　

期
末
手
当
条
例（
減
額
）を

（
減
額
）を
可
決
可
決

　
「
東
久
留
米
市
議
会
議
員
に

支
給
す
る
期
末
手
当
の
特
例
に

関
す
る
条
例
」
は
、
議
員
提
出

議
案
と
し
て　

月
１
日
の
本
会

１２

議
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
提
案
者
を
含
め
た

７
名
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、

「
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
市
議
会
議
員
と
し
て

の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
た
め
」

と
い
う
理
由
に
よ
り
、　

月
に

１２

支
給
す
る
期
末
手
当
を　

カ
月

０.５

減
額
し
、　

カ
月
と
す
る
も
の

２.５

で
、
平
成　

年　

月　

日
限
り

２０

１２

３１

で
効
力
を
失
う
と
い
う
も
の
で

す
。
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成

で
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
東
久
留
米
市
保
育
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

　

月　

日
の
厚
生
委
員
会
で
審

１２

１０

査
さ
れ
、　

月　

日
の
本
会
議

１２

１８

に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
東
久
留
米
市
立
保

育
園
の
民
営
化
計
画
の
改
定
に

基
づ
き
、
上
の
原
保
育
園
を
平

成　

年
４
月
１
日
を
も
っ
て
廃

２５
止
し
、
廃
止
す
る
ま
で
の
間
、

募
集
停
止
に
よ
る
在
籍
児
童
数

の
減
少
に
対
応
し
て
、
現
在
の

定
員　

名
を
段
階
的
に
変
更
す

８０

る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　

改
定
内
容
は
、
現
在
の
上
の

原
保
育
園
を
移
転
・
新
設
し
、

併
せ
て
民
営
化
す
る
こ
と
を
改

め
、
現
在
地
に
お
い
て
在
園
児

が
卒
園
す
る
平
成　

年
３
月
末

２５

ま
で
直
営
で
運
営
し
、
廃
園
。

東
久
留
米
団
地
内
に
建
設
予
定

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正

一

般

会

計

決

算

一

般

会

計

決

算　

　

賛

成

多

数

で

認

定

　
　

賛

成

多

数

で

認

定

平成１９年度決算を認定
行行財財政政改改革革ののささららななるるススピピーードドアアッッププをを行財政改革のさらなるスピードアップを行財政改革のさらなるスピードアップを


